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私
は
、
先
の
市
長
選
挙
で
市
民
の

皆
様
の
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
第
17

代
昭
島
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
市
職
員
や
市
議
会
議
員

と
し
て
本
市
の
発
展
に
努
力
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
市
長
と
し
て
、

初
心
に
立
ち
返
り
、
市
民
本
位
の
市

政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
我
が
国
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
状

況
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
世
界
に
先
駆
け
て
到
来
し
た

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
は
、
大
き

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
高
齢
化

に
伴
う
介
護
離
職
の
増
加
や
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
は
、
更
な
る
働
き
手

の
不
足
を
招
き
、
経
済
活
動
の
縮
小

や
生
活
水
準
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま

す
。
本
市
で
も
、
こ
の
課
題
の
克
服

に
向
け
、
昨
年
度
策
定
し
た「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生 

昭
島
市
総
合
戦

略
」に
基
づ
き
、そ
の
効
果
の
検
証
と

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
※
）に
よ
る
見

直
し
を
行
い
つ
つ
、
施
策
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
公
共
施
設
の
多
く
は
、

高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
、
老

朽
化
が
進
み
、
災
害
に
備
え
た
安
全

対
策
や
施
設
の
更
新
な
ど
の
費
用
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

市
で
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
安
全
性
の
確
保
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
向
上
を
目
指
し
、
公
共

施
設
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
い
だ
す
た

め
、「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
は
台
風
に
よ
る

浸
水
被
害
な
ど
が
各
地
で
多
発
し
ま

し
た
が
、
こ
う
し
た
自
然
現
象
が
も

た
ら
す
大
き
な
災
害
に
危
機
感
を
抱

い
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
雨
水
管

の
整
備
な
ど
の
対
応
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
国
に
対
し
て
も
、
財
政
支
援

の
要
請
を
含
め
、
国
土
強
靭じ

ん
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
働
き

　
防
災・防
犯
の
た
め
の
対
策
は
、自

助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
の
も

と
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ふ
だ
ん
か

ら「
備
え
に
万
全
を
期
す
」と
の
心
構

え
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
関
係

団
体
と
連
携
し
、
積
極
的
に
防
災
・

防
犯
意
識
の
普
及

啓
発
を
進
め
、
地

域
ぐ
る
み
で
取
り

組
み
の
充
実
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
感
染
症
や
テ
ロ
な
ど

多
様
化
す
る
危
機
か
ら
、
市
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
と
い
う
基
本
的
責

務
を
果
た
す
た
め
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
か
ら
総
合
的
な
危
機
管
理
体

制
の
い
っ
そ
う
の
充
実
・
強
化
を
図

り
ま
す
。

第
三
の
柱

教
育
・
子
育
て
支
援

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
と
の
連
携
を
よ
り
強
固
に
し
、

総
合
教
育
会
議
の
更
な
る
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
予
測
が

難
し
い
社
会
を
力
強
く
生
き
抜
く
た

め
、自
ら
学
び
行
動
す
る
力
を
育
み
、

何
事
に
も
感
謝
の
心
が
持
て
る
子
ど

も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
幼
児

期
か
ら
の
教
育
・
保
育
を
充
実
さ
せ

か
け
ま
す
。

　
昨
今
の
経
済
状
況
は
、雇
用・所
得

環
境
の
改
善
や
各
種
政
策
の
効
果
に

よ
り
、
緩
や
か
な
回
復
に
向
か
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
個
人
消
費

な
ど
の
民
需
は
力
強
さ
を
欠
き
、
地

域
経
済
で
は
そ
の
恩
恵
を
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
実
感
で
き
な
い
状
況
で
す
。
日

本
経
済
の
先
行
き
は
、
内
的
要
因
に

加
え
、
ア
ジ
ア
や
欧
米
な
ど
世
界
的

な
需
要
の
低
迷
、
成
長
の
減
速
も
影

響
す
る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の

動
向
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
踏
ま
え
、
財

源
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
健
全
で
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
を
基
本
に
、
公

平
公
正
な
市
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
安
定
的
な
市
政
運
営
や
、安
全・安

心
な
市
民
生
活
の
維
持
・
向
上
に
は
、

我
が
国
の
平
和
と
安
全
の
維
持
が
不

可
欠
で
す
。
本
市
は
横
田
基
地
に
隣

接
し
、
半
世
紀
余
り
に
わ
た
り
市
民

生
活
や
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。
航
空
機
騒
音
の

軽
減
と
事
故
の
防
止
、
国
に
よ
る
障

害
防
止
・
民
生
安
定
諸
施
策
の
充
実

は
市
民
の
切
実
な
要
望
で
あ
り
、
都

や
基
地
周
辺
５
市
１
町
連
絡
会
と
の

連
携
の
も
と
、
周
辺
住
民
と
周
辺
自

治
体
の
民
生
安
定
へ
の
手
立
て
を
引

き
続
き
国
に
求
め
ま
す
。
国
防
施
策

は
国
の
重
要
な
専
管
事
項
で
す
。
私

と
し
て
は
、
厳
し
さ
を
増
す
日
本
周

辺
の
安
全
保
障
環
境
も
勘
案
し
、
地

方
の
役
割
を
果
た
す
中
で
、
市
民
の

生
命
と
財
産
の
保
護
に
努
め
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
方
針

　

安
定
し
た
市
民
生
活
の
基
礎
は
、

継
続
性
の
あ
る
市
政
運
営
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
、
多
摩
の
中
核
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
都
市
基
盤
の
整
備
と
ま

ち
づ
く
り
を
継
承
し
、
本
市
の
持
続

的
発
展
と
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、「
第
五
次
昭
島
市
総
合
基
本

計
画
」を
着
実
に
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
財
源
の
確
保
と
そ
の

最
大
限
の
有
効
活
用
に
よ
り
各
施
策

を
積
極
的
に
展
開
し
、「
元
気
都
市
あ

き
し
ま
」の
確
か
な
る
実
現
を
図
り
、

引
き
続
き
、歳
入・歳
出
両
面
か
ら
の

行
財
政
改
革
に
努
め
、
自
主
・
自
立

の
行
財
政
運
営
の
確
立
を
目
指
す
こ

と
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
す
。

　
私
は
、
政
策
の
基
本
と
し
て
、
次

の
六
つ
の
大
き
な
柱
を
据
え
、
あ
ら

ゆ
る
年
代
に
魅
力
の
あ
る「
住
ん
で

み
た
い 

住
み
つ
づ
け
た
い 

昭
島
」

の
実
現
に
向
け
、
各
施
策
の
背
景
に

あ
る
市
民
の
皆
様
の
思
い
を
し
っ
か

り
と
受
け
と
め
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に

取
り
組
み
ま
す
。

第
一
の
柱

行
財
政
改
革

　
安
定
的
で
持
続
可
能
な
市
政
運
営

を
行
う
う
え
で
、
行
財
政
改
革
の
継

続
は
第
一
に
必
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
過
去
20
年
余
り
に
わ
た
る
健
全
化

の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
平
成

24
年
度
策
定
の「
第
四
次
昭
島
市
中

期
行
財
政
運
営
計
画
」を
引
き
継
ぐ
、

新
た
な
行
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
・
自
立
の
行
財
政
運

営
の
確
立
に
向
け
、
私
自
ら
が
、
国

や
都
の
補
助
金
・
交
付
金
な
ど
の
確

保
に
努
め
、
財
源
に
裏
打
ち
さ
れ
た

施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

第
二
の
柱

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

友
好
都
市
の
岩
手
県
岩
泉
町
は
、

台
風
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
復
旧
・
復
興
へ

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
昨
今
多
発
す
る
自
然
災
害
か
ら
市

民
生
活
を
守
る
た
め
、
老
朽
化
す
る

公
共
施
設
へ
の
対
応
と
し
て
策
定
を

進
め
て
い
る「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」に
基
づ
き
財
政
負
担
の
平

準
化
と
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
災
害

に
強
い
安
全
・
安
心
な
都
市
基
盤
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
待

機
児
童
の
早
期
解

消
を
図
り
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
安

心
し
て
働
く
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
な
ど
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し

ま
す
。
更
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
展
開

と
充
実
を
図
り
、
子
育
て
・
子
育
ち

を
支
援
す
る
ほ
か
、
関
係
団
体
と
連

携
し
、
青
少
年
が
輝
く
地
域
社
会
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
図
書
館
機
能
を
中
心
に
整

備
す
る「（
仮
称
）教
育
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
」に
つ
い
て
は
、そ
の
活
用
に

よ
り
教
育
・
福
祉
の
充
実
に
努
め
、

地
域
の
活
性
化
に
も
役
立
つ
魅
力
あ

る
施
設
と
し
ま
す
。
後
世
の
負
担
が

過
度
と
な
ら
な
い
よ
う
財
源
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、よ
り
効
果
的・

効
率
的
な
運
営
手
法
の
導
入
を
検
討

し
ま
す
。

第
四
の
柱

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す

ま
ち
づ
く
り

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で
い

き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
は
、
そ
う

あ
り
た
い
と
の
意
志
を
持
ち
、
良
好

な
食
生
活
と
適
度
な
運
動
に
よ
り

健
康
寿
命
を
延
ば
す
努
力
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
啓
発
や
機
会
の
提

供
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
超
高
齢
化
が
進
む
現
代

で
は
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
介
護

保
険
制
度
の
持
続
可
能
な
事
業
運
営

に
努
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
早
期
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

第
五
の
柱

環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　
本
市
は
、豊
か
な
緑
と
、深
層
地
下

水
100
％
の
水
道
水
を
可
能
と
す
る
水

環
境
に
恵
ま
れ
、
良
好
な
子
育
て
環

境
や
生
活
環
境
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
住
宅

都
市
と
し
て
、
安
全
・
安
心
で
利
便

性
に
富
む
都
市
基
盤
の
整
備
と
、
水

と
緑
の
自
然
環
境
と
が
調
和
し
た
快

適
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
、
か
け
が

え
の
な
い
自
然
環

境
や
、
限
り
あ
る

地
球
資
源
を
将
来

世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
低

減
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
宝
で
あ
る
大
切
な
水
源

を
守
り
、
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

水
道
水
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

第
六
の
柱

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
産
業
の
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
生
き
が
い
や
健

康
づ
く
り
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」に
基
づ
く

取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

に
、
ス
ポ
ー
ツ
人

口
の
更
な
る
拡
大

に
努
め
ま
す
。

　
地
域
の
伝
統
文

化
や
文
化
財
を
将
来
世
代
に
継
承
す

る
た
め
の
環
境
整
備
な
ど
に
努
め
、

地
域
活
性
化
の
た
め
に
観
光
資
源
と

し
て
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に

多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
、
戦
略
的

な
広
報
活
動
に
よ
り
、
そ
の
魅
力
を

市
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

　
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
総
合
戦

略
に
基
づ
く
施
策
を
展
開
し
、
に
ぎ

わ
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
商
店
街
の
形

成
に
努
め
、
後
継
者
不
足
に
悩
む
中

小
事
業
者
や
農
業
経
営
者
へ
の
支
援

策
の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　
各
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
に

つ
い
て
は
、
受
益
と
負
担
の
均
衡
を

図
り
、
持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
努

め
ま
す
。特
に
、中
神
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま

え
一
歩
一
歩
着
実
に
努
力
し
ま
す
。

　

新
た
に
就
任
し
た
臼
井
伸
介
市
長
が
、
第

４
回
市
議
会
定
例
会
の
初
日（
11
月
28
日
）に
、

市
政
運
営
の
基
本
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
方
針

お
わ
り
に

　
「
飛ひ

耳じ

長ち
ょ
う
も
く目（

※
）」の
実
践
者
で
あ

る
吉
田
松
陰
は
、
日
本
全
国
を
自
ら

見
聞
し
、
常
に
情
報
収
集
に
努
め
ま

し
た
。私
も「
現
場
主
義
」を
貫
き
、自

ら
の
目
で
課
題
の
本
質
を
見
極
め
、

魅
力
あ
る
昭
島
市
の
未
来
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
第
五
次
総
合
基
本
計
画
後
半
期
に

お
い
て
も
、
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
多
額
の
財
源
を
要
す
る

「（
仮
称
）教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
の
ほ
か
、
東
中
神
駅
周
辺
整

備
や
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
な
ど

に
加
え
、
西
多
摩
衛
生
組
合
へ
の
加

入
協
議
に
つ
い
て
も
誠
心
誠
意
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
長
期
的
に
厳
し

い
財
政
環
境
が
見
込
ま
れ
る
中
、
高

度
化
・
多
様
化
す
る
市
民
要
望
に
も

応
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
入
る
を
量
り
て
出
を
制
す
」を
基

本
に
、
財
源
に
裏
打
ち
さ
れ
た
施
策

の
推
進
を
図
り
、
第
五
次
総
合
基
本

計
画
前
半
期
の
評
価
・
検
証
結
果
を

踏
ま
え
、
後
半
期
に
お
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
更
に
加
速
化
し
、「
住
ん
で
み

た
い 

住
み
つ
づ
け
た
い 

昭
島
」を

実
現
す
る
た
め
、全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭べ

ん
撻た

つ
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※ 

飛
耳
長
目
＝
物
事
の
観
察

が
鋭
く
速
い
こ
と

※ 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
＝
計
画（plan

）、

実
行（do

）、
評
価（check

）、
改
善

（act

）を
順
に
実
施
す
る
こ
と


